
令和 7年 5月 29日 

 

2025 火山砂防フォーラム 第 1 回幹事会 議事録 

日 時 ： 令和 7年 5月 29日（木）    

                           9：30～10：30 

場 所 ： シェーンバッハサボー 3階 『六甲』 

開 会 

 

開会挨拶 

 

来賓挨拶 

 

 

2025 火山砂防フォーラム委員会 委員長 洞爺湖町長 下道 英明 

 

国土交通省 砂防部長       草野 愼一 

気象庁 地震火山部 火山監視課長 平 祐太郎 

 

議 題 

議題 1 ◆2024 火山砂防フォーラム収支決算報告 

説明：事務局 土砂災害防止広報センター 木崎委員 

資料：資料 1 2024 火山砂防フォーラム収支決算書 

 

○土砂災害防止広報センター 木崎委員から 2024 火山砂防フォーラム

収支決算報告があり、異議なく承認された。 

 

議題 2 ◆2025 火山砂防フォーラムについて 

説明：土砂災害防止広報センター 木崎委員 

資料：資料 2 2025 火山砂防フォーラム実施要領案 

資料 3 2025 火山砂防フォーラム予算案 

資料 4 火山砂防フォーラム委員会規約 

 

○土砂災害防止広報センター 木崎委員から資料 2・3 を用いて、2025

火山砂防フォーラムについての実施要領案、予算案について、以下の通

り、説明されが行われた。 

【実施要領（案）】 

・開催日は 10 月 30 日（木）、31 日（金）、会場を洞爺湖文化センタ

ーとする。なお、意見交換会は洞爺湖万世閣 ホテル レイクサイド

テラスとする。 

・開催テーマは火山を知り、火山とともに生きる 変動する大地とと



もに歩む ～洞爺湖有珠山～とする。 

・プログラムは火山マイスターの「活動報告」及びパネルディスカッ

ションの 2 部構成とする。 

・現地研修会はこれまでの午前コースと終日コースの他に、洞爺湖有

珠山ジオパークが企画、火山マイスターがガイドを務める「アドベ

ンチャーツアー」の 3 コースを行う事とする。 

以上について、意義なく承認された。 

 

【予算案】 

・2011 年より昨年 2024 年までフォーラム参加費が 3,000 円で行われ

ていたが、昨今の物価高騰により、3,000 円で行うには開催地の負

担が大きくなるため、今年度より 1,000 円値上げした 4,000 円で行

う事を提案。 

以上について、意義なく承認された。 

 

 【監事について】 

・土砂災害防止広報センター 木崎委員から資料 4 を用いて監査選任 

について説明された。 

2010 年 5 月の幹事会において、監事は、「前年開催地」及び「前々

年開催地」として持ち回りとすることで承認されたことを受けて、

以下の通り異議なく、承認された。 

   前年・・・2024 年 長崎県島原市 

   前々年・・2023 年 岩手県雫石町 

以上について、意義なく承認された。 

 

議題 3 ◆次回開催地について 

説明：国土交通省 地震・火山砂防室 山越室長 

資料：資料 5 火山砂防フォーラム開催実績 

 

○山越幹事会事務局員より、資料 5 火山砂防フォーラム開催実績を用

いて説明された。 

〇2024 火山砂防フォーラム第 2 回の幹事会において、2026 年の開催地

立候補された鹿児島県鹿児島市より改めて開催地立候補の意向を下鶴

鹿児島市長より開催地立候補の意向が示され、意義なく、承認され、

2026 年火山砂防フォーラムは鹿児島県鹿児島市での開催が決定し

た。 



○また、洞爺湖町下道町長より 2027 年以降の開催地立候補を募ったと 

ころ、北海道の美瑛町が開催地立候補の意向が示された。 

決定に関しては事務局等で検討し、2025 年火山砂防フォーラム第 2 

回幹事会において、決定することとした。 

 

議題 4 ◆その他 

 〇第 2 回幹事会は 2025 火山砂防フォーラムの開催当時の 10 月 30 日

（木）とすることとした。 

○その他、事務局及び幹事委員から、特に協議する内容は無かった。 

 

 

 

以上 


